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尚徳福祉会生麦保育園  

 日に日に秋が深まり、戸外遊びが気持ちよく感じられる季節になりました。子どもたちは体を動かしたり、

友だちと同じ空間で遊んだりすることを楽しんでいます。季節の変わり目なので、ご飯をたくさん食べ、 

眠って元気に過ごしていきたいですね。 

～ひまわりが咲きました～ 

 9 月 21 日にミニひまわりが咲きました。コスモスの方は、連休中に蜘蛛の糸が掛かってしまい、 

残念ながら咲くことはありませんでしたが、綺麗に咲いたミニひまわりを見た子どもたちは大興奮！

「おはな！」「かわいい」とプランターをじっと見つめていました。種を植えたばかりの頃は土をほじ

ったり、芽を摘んだりして思わず保育者がドキドキするような場面も多々ありましたが、その際には子

ども同士で「ないないよ」「だいじよ」と声を掛け合う姿も見られました。毎日の水やりや雑草抜きを

たくさん手伝ってくれた子どもたちと、綺麗に咲いたミニひまわりを何か形に残すことは出来ないかと

考え、子どもたちの手形を花びらに見立ててひまわりを作ることにしました。 

テラスで実際にひまわりを見ながら、手形を重ねていくと「きいろ」「いっしょ」と、実際にひまわ

りと自分たちの手形を比べながら参加していました。また、普段は室内で制作遊びをすることがほとん

どですが、今回はテラスで行ったことも新鮮だったようで、いつもよりも更にノリノリな子どもたちで

した。今回の植物との関わりを機に、花や草への触れ方が優しくなったり、色や大きさを気にする姿が

見られるようになったりと、変化が感じられました。 

～じぶんでやってみよう～ 

 あひる組になり半年が経ちました。ズボンや靴下

の着脱、おかたづけ、食事など様々な面で子ども 

たちが自分でやろうとする姿が見られるようになっ

てきました。保育者もその都度、そばでやり方を丁

寧に伝えていますが、なかなか上手く伝わらないこ

ともたくさんあります。それでも、全て手伝うので

はなく日々の生活の積み重ねとして、自分でできた

時の達成感を味わうことができるように関わってい

ます。毎日の小さな積み重ねを大切にしながら、こ

れからも過ごして行きたいと思います。 

～パクパクおいしいな～ 

 4 月に比べ、自分でスプーンを持って食べたり、

コップを持ったりするのがとても上手になってきま

した。「おかわり する」「おいしー」と食事中の会

話も増えてきました。たくさん食べたい気持ちか

ら、一度に口の中に入れすぎてしまうこともありま

すが、そばで様子を見守りながら安全に楽しく食べ

ることが出来るように見守っています。保護者の方

と相談しながら、園でも少しずつフォークを取り入

れて行きたいと思います。おうちでの食事の様子も

教えて下さいね。 

おしらせ 

★持ち物にはすべて名前の記入をお願いします。（紙パンツや汚れ物袋、靴下なども含みます） 

★11 月 9 日(火)に焼きいも会があります。詳しくは掲示にてお知らせします。 

★寒くなり、乾燥で手や唇が切れている子が増えています。おうちでの保湿をお願いします。 


